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　前号の第14巻2号は，投稿予定の原稿が締切日を過ぎてもなかなか投稿されない上，い
ろいろとトラブルもあって，雑誌が出来上がったのは発行日を1か月半過ぎた10月半ばで
した．今回も，締切日以前の投稿原稿が少なかったので投稿予定の原稿を待っていました
ところ，あとの原稿がなかなか投稿されず，編集会議が何時もより1か月近く遅れてしま
い，やはり雑誌の出来上がるのが1か月半遅れてしまいました．投稿原稿が十分多ければ，
締切日を過ぎた原稿は次号に回して早目に編集を終え，予定通りに発行できるのですが，
なかなかそのようにはいかないのが現況です．止むを得ないことと御了承下さい．
　ところで，このところ松本歯学への原稿の投稿が遅れがちになってきた原因ですが，編
集子は，欧文誌や他の学会専門誌への投稿が増えたため，その結果として松本歯学への執
筆が遅れるのではないかと考えています．同様に，松本歯学に投稿される原稿数があまり
増加しないのも，他誌への投稿が増えたためではないかと思います．そこでお願いしたい
のですが，科学論文は残念ながら英語で書かれたものでないと国際的には通用しませんの
で，欧文誌に投稿される原稿については何も申しませんが，邦文誌の場合，学会専門誌で
あっても松本歯学であってもdistributionに大きな違いはないと思いますので，邦文原稿
はなるべく松本歯学の方へ投稿して，松本歯学を大きく育てて頂きたいと存じます．
　話は変りますが，最近はほとんどの方が松本歯学の原稿をワープロで書かれるようにな
りました．ワープロで書かれた原稿は，印刷の段階でも間違いが少なく大層具合が良いの
で，松本歯学専用の原稿用紙がありますがそれにこだわらず，どしどしワープロを御利用
下さい．ただし，なるべくA5判の用紙をご使用下さるようお願い致します．また，本誌
の印刷そのものも現在印刷所では大型のワープロ（電植）を使って行なっていますので，
原稿用紙の代りにフロッピーディスクから直接印刷できるよう検討しています．そのうち
具体案が提示できるかも知れません．
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